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	１．業績予想について
	2020年12月期通期連結業績予想数値（2020年１月１日～2020年12月31日）
	２．業績予想の理由
	2020年12月期通期連結業績予想につきましては、新型コロナウイルスの感染拡大に伴う影響額を合理的に算定することが困難な状況であったことから未定としておりましたが、現時点で入手可能な情報や予測等に基づき算定いたしましたので、公表いたします。
	新型コロナウイルスの感染拡大の影響による経済活動の停滞等の要因により、国内事業及び中国事業ともに計画に対し大幅な減少が生じております。５月の諸規制緩和以降は徐々に復調傾向にはあるものの、顧客の消費マインドの低下や移動制限による住替え需要の減少から、通期では売上高が前期比7.6％減少する見込みであります。損益面につきましては、先述の売上高の減少及び不動産評価損の計上等により、営業損失、経常損失及び親会社株主に帰属する当期純損失となる見込みであります。
	なお、2020年８月21日付「当社子会社における上海徳威房地産経紀有限公司、上海優宏資産管理有限公司及び上海特庫伊投資管理有限公司の出資持分の取得（連結子会社化）に関するお知らせ」および2020年10月16日「（開示事項の変更）「当社子会社における上海徳威房地産経紀有限公司、上海優宏資産管理有限公司及び上海特庫伊投資管理有限公司の出資持分の取得（連結子会社化）に関するお知らせ」の持分譲渡実行日の変更に関するお知らせ」にて開示のとおり、当社子会社において中国企業３社の持分を取得し連結対象とする予定で...
	（注）上記記載の業績予想等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により予想数値と異なる場合があります。
	以　上

